
■これまでの情報共有は “災害対策本部への集約” が目的
■しかし、被災者生死を分けるのは、“現場の情報共有”
■戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）で “現場DX” に挑む︕︕

2024. . 令和6年度 成果発表会

SIP4Dは、主に府省庁および都道府県の災害対策本部を
つなぎ、円滑な災害情報の共有を実現してきました。その⼀⽅で、
消防や自衛隊など実動機関間のコミュニケーションは、無線による
⼝頭伝達や⼿書メモの交換が主流であり、⾼度に連携運⽤する
ための情報通信機器が導入されていないのが現状です。
そこで、被災した市町村を中心として、地元消防や消防団を
含む各実動機関が、それぞれが把握した情報を共有し、適切な
連携運⽤を実現するためのシステム群を研究開発します。

災害実動機関における組織横断の情報共有・活用
（SIP第3期サブ課題C）

社会防災研究領域 総合防災情報センター／防災情報研究部門 伊勢 正

② X-ICS（クロス・イクス）
・可搬型の通信途絶対策機器
・活用できる回線を全て活用し、
通信帯域の最大化を図る
=多経路通信技術

① X-FACE（クロス・フェイス）
・３D都市モデルを活用し
現場最前線の活動を支援
・⾳声認識、デッドマウント
ディスプレイ等による
ハンズフリー⼊⼒

③ SIP4D-Xedge（クロスエッジ）
・サブ課題Ｃの中核
・各機関の情報集約/機関間の調整機能
・SIP4Dと連接
・X-ICSとともに、通信制約環境下
でも情報を適切に統合運用
=⾃律分散型ﾃﾞｰﾀ統合運用技術

④ 仮想災害対応シミュレータ
・災害事象と対応を仮想空間でシミュ
レート
・従来は、県や市など大人数で実施し
ていた図上訓練を、組織や時間の制約
なく、様々な災害事象に対して簡易に
訓練を⾏える環境を創出

⑤ 生成AIによる訓練状況付与
・訓練状況を規定する状況付与
カードを生成AIにより作成
・図上訓練の実施コストの低減、
および⾼度な訓練の状況付与
カードを教師データとするこ
とで知⾒の伝承を図る

⑥ 訓練プログラム
・上記④⑤によって実施される
訓練により、災害対応能⼒の
向上を図るための訓練プログ
ラムおよび評価方法を構築

訓練のシステム災害対応のシステム

覚知

④ 仮想災害
対応SIM

実動機関Ｂ ② X-ICS

③ SIP4D-XedgeFLOSFLOSFLOSFLOS① X-FACE① X-FACE覚知実動機関Ａ ② X-ICS

⑤ 生成AIによる
訓練状況付与

⑥ 訓練プログラム
③ SIP4D-Xedge

SIP4Dへ連接

連携

最前線の部隊

FLOSFLOSFLOSFLOS① X-FACE① X-FACE

通信インフラ 指揮所/
現地合同調整所

事件は現場で起こってんだ！
会議室じゃーない！！

もちろん大切

【検証】実動機関の訓練に
システム提供

【実践】令和６年能登半島地震の初動対応
1月2日未明＠石川県庁

【訓練】自衛隊ヘリによる機器の搬送訓練
5月21日＠防災科研（つくば市）

詳細はこちら
75_人命救助の最前線に器材を届ける 古川研究員

76_災害時情報集約支援体制高度化のための訓練プログラムの開発 筒井研究員

77_みちのくALERTにおけるデータ連携の実証 工藤研究員

78_令和6年能登半島地震に関する実動機関インタビュー調査 飯田研究員
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15分で
サブ課題Cが分かる

81_自律分散型データ統合運用技術 磯野研究員


